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新着図書から
【一般書】▼いつも彼らはどこかに／小川洋子／新潮社▼五
郎丸日記／小松成美／実業之日本社▼定年するあなたへ／
佐々木常夫／サンマーク出版▼ノボさん上・下／伊集院静
／講談社▼無国籍の日本人／井戸まさえ／集英社▼孫と私
の小さな歴史／佐藤愛子／文藝春秋▼野球の国のアリス／
北村薫／講談社 【児童書】▼動物たちからのプレゼント／
高橋うらら／集英社▼まめまきバス／藤本ともひこ／鈴木
出版▼ものしりチャンピオン1000問春・夏・秋・冬／くも
ん出版▼わたしのいえ／カーソン・エリス／偕成社
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▲赤沢江跡の桜並木（那珂西地区）

▲赤沢江取水口（御前山地区）
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「
赤
沢
江
」は
、
辰
ノ
口
堰
や
小
場
江

堰
と
同
様
に
、
水
戸
藩
初
代
藩
主
徳
川

頼
房
の
命
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
江
戸
時

代
初
期
の
農
業
用
水
路
で
す
。
工
事
奉

行
は
、
望
月
五
郎
佐
衛
門
と
長
谷
川
五

太
夫
。測
量
に
は
久
慈
郡
薬
谷
村（
常
陸

太
田
市
）の
永
田
茂
衛
門
・
勘
衛
門
親
子

が
起
用
さ
れ
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）

に
着
工
し
、
明
暦
二
年（
一
六
五
六
）に

完
成
し
ま
し
た
。

　

流
路
は
、旧
赤
沢
村（
現
大
字
御
前
山
）

の
御
前
山
山
裾
に
隧
道
を
穿
っ
て
那
珂

川
か
ら
の
取
水
口
と
し
、
そ
こ
か
ら
阿

波
山 

↓ 

北
方
台
地
の
東
崖
下 

↓ 

石
塚

の
風
隼
神
社
の
崖
下 

↓ 

上
泉 

↓ 

那
珂

西
台
地
の
東
崖
下
を
流
下
し
、
水
戸
市

飯
富
の
台
地
下
に
達
す
る
も
の
で
、
全

長
は
、四
里
二
〇
余
町（
約
一
八
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
）と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
赤
沢
江
」の
完
成
に
よ
り
流
域
十
数

か
村
は
干
ば
つ
の
被
害
を
免
れ
収
穫
高

も
増
加
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

宝
暦
七
年（
一
七
五
七
）の
那
珂
川
洪
水

に
よ
り
大
き
く
破
損
し
、
以
後
用
水
路

と
し
て
の
機
能
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
流
路
の
大
半
が
埋
没
し
、

断
続
的
に
残
る
水
路
跡
の
み
が
往
時
の

流
勢
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
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カレンダー  ５・６月

　

大
嵐
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
旅
宿「
か
わ
せ
み
」の
女
主
人

る
い
た
ち
が
、
お
伊
勢
ま
い
り

に
出
か
け
た
。

　

の
ど
か
な
街
道
風
景
を
眺
め

な
が
ら
慣
れ
な
い
旅
を
続
け
る

が
、
次
々
と
怪
事
件
が
起
こ
り

…

。

　

思
い
出
の
味
を
再
現
し
て
く

れ
る
不
思
議
な
食
堂
へ
よ
う
こ

そ
。

　

父
と
食
べ
た
料
亭
の
か
け
蕎

麦
、
親
友
の
母
が
ふ
る
ま
っ
て

く
れ
た
オ
ム
ラ
イ
ス…

。

　

食
が
呼
び
覚
ま
す
温
か
な
記

憶
に
ふ
れ
、
人
は
明
日
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
く
。

　

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
第

３
弾
。

　

女
の
子
が
、
お
友
だ
ち
の
家

に「
あ
ー
そ
ー
ぼ
」と
誘
い
に
行

く
と
、み
ん
な
ご
飯
や
お
掃
除
、

お
風
呂
の
真
っ
最
中
。
そ
こ
で

女
の
子
は…
。

　

わ
ら
べ
歌
「
ひ
と
や
ま
こ
え

て
」
か
ら
生
ま
れ
た
、
言
葉
の

か
け
合
い
が
楽
し
い
絵
本
。


